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izu=naa azakee=turi=ra.
魚はつぶぞろいで使い用のあるものだね。

A: izu=nu jooran=kee paaku {sabaka/bazaa}naaka naranun. abattiri=joo．
魚が悪くなる（弱る）から早くこしらえないといけない。 急ぎなさい。

B: koori mee turiki koori mizi=hee irirun? 
氷を取ってきて，氷を水へいれる？

A: koori mizi=naa=jun  hari=ba iriri.  koori muti kuu. 
氷水にも あれ（氷）をいれて。 氷を持ってこい。

mata paaku bazai   reizooko=ho=n iru naaka naran=doo.
また，早くさばいて 冷蔵庫にも入れないといけないよ。

mata aasun=ha=n haasin=na pariba=du nariba. abattiri=joo. 
また東筋に売りに行ないといけない。 急げよ。

B: kjuu=ja taa taa mun=nu ariba=ja?
今日は誰々のものがあるのか？（誰の注文があるのか？）

A: mi kibun juu kibun hara=n cjuumun=nu ari=du buu munu=nu
三，四軒からも，注文があるので

abattu naaka joorun=kee abattu naaka naranun=doo.
急がないと弱るから急がないといけないよ。

B: kjuu=jun acca=n ari=wara. 
今日も明日もあるよ。

paaku paaku=ti umuttan=tin=ka uree izu=nu uraha=nu 
早く早くと思っても これ 魚が多くて

bazai moohorunu=waja. 
さばけないよ。

A: bazau sindai reizooko=ju iri usiki=tti atu=hara
処理したら冷蔵庫にいれておいて，あとから 

muti paraba misariba  manuma
持っていかないといけないから 今は

toriaezu mee paaku izu bazau kutu. 
とりあえず早く 魚をこしらえなさい。
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鹿児島県奄美大島佐仁方言 

白田 理人 

１ はじめに 

 奄美大島佐仁方言（以降佐仁方言）は、奄美大島の北端の佐仁（さに）集落（鹿児島県

大島郡奄美市、旧笠利町）で話される（以下地図参照）。奄美市役所発行の資料によれば、

2016 年 12 月現在の佐仁集落の人口は 289 人である。  
佐仁方言を流暢に話すのは主に 65〜70 歳以上である。地域における方言継承に関わる活

動として、現在、小学校の朝の朗読・給食時・学習発表会におけるあいさつが方言で行わ

れており、また小学生及び PTA による伝統的な八月踊り１の継承活動が行われている。  
佐仁方言の先行研究として、語彙集（狩俣 2003）、アクセント付き名詞・用言資料集（上

野 1996・1997）、敬語形式の報告（重野 2014）がある。  
 佐仁方言は近隣の方言との違いが大きく、「言語の島」と言われている。主な特徴とし

て、先行研究によれば、両唇破裂音の保持（例  pʰa「葉」）、語頭で広母音、半広母音に

遡る母音の前での k の摩擦音化（例 hata「肩」、xï「毛」、huʃi「腰」）、母音間の m の

弱化／脱落及び鼻母音化（例  jaã「山」）がある（狩俣 2003, 上野 1996・1997 参照）。  
今年度の予備調査２では、m の脱落に関する音韻面の断片的な調査と、動詞の活用の調

査を行った。

図 1 琉球列島／奄美群島／奄美大島／佐仁集落の位置３

2 音韻面―m 脱落について 

狩俣（2003）は、̈ ,̃ ã, õ, ẽの 4 つの鼻母音を音素として立てているが、調査した中で鼻母

音を持つのは 80 代、90 代の数人であったと報告している。今回の予備調査で、昭和 13 年

１ 方言で歌いながら輪になって踊るもので、伝統的に、豊年祭などで踊られる。
２ 2017 年 2 月に行った、佐仁集落出身・在住の前田安田重照氏（昭和 13 年生）、安田絹

枝氏（昭和 18 年生）、前田和郎氏（昭和 15 年生）への聞き取り調査である。 
３国土地理院発行の地図データをもとに Thomas Pellard 氏が作成した地図を編集した。 
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〜18 年の話者を調査したところ、やはり鼻母音は見られなかった。同じ母音に挟まれた m
が脱落した語形は、単独形の場合は長母音として、短母音の語形と区別されていた。なお、

一モーラ名詞語幹に二モーラ以上の助詞が後接する場合、名詞語幹が長母音化するが、そ

の場合はアクセントでの区別が見られた（例  [jaːnantï「家に」、ja[ːnantï「山に」）。また、

異なる母音の間で m が脱落した場合、母音の融合が見られるものがあった。以下の表に語

例を示す。話者によって異なる語形が見られたものは（ ）に示している。また、長短およ

び母音の最小対となる語例について併記している。

表  1 m 脱落語彙調査結果

2 動詞活用について 

動詞の活用の予備調査結果に関して関して、特筆すべき二つの点を述べる。

一点目は、m 脱落と活用クラスの関係である。語幹末が*m に遡る動詞には、w 語幹と同

じ活用を示すもの（ajuN「編む」）、過去形のみでｗ語幹と異なるもの（ugajuN「拝む」）、

過去形・否定形で w 語幹と異なるもの（kajuN「食べる」）の三つのパターンが見られた。 
二点目は k の喉頭化と語形変化の関係についてである。*ki に遡る音節は形態素中では

基本的に kˀi で現れるのに対し、k 語幹動詞の不定形（日本語の連用形と歴史的に対応）の

形態素境界では、ki で現れていた（例  iki「行き」、uki「置き」cf. ikˀi「息」、ukˀi「沖」）。

k 語幹動詞のその他の活用形では非喉頭化の k が現れるため、パラダイムの水平化の結果 k
が非喉頭化した（もしくは k の喉頭化が避けられた）ことが考えられる。  

次頁の表に動詞活用の調査結果を示す。不定形は「〜しもしない（X=daka sïraN、X=n 
sïraN、X=ɲi sïraN）」の形で採取した。便宜的に活用のパターンを語末音ごとにラベリン

グし、語末音が同じでパターンが異なる場合は番号で区別している。「履く」と「閉める」、

「起きる」と「植える」、「探す」と「通る」のペアは、それぞれ前者にピッチの上昇、

後者に下降が見られ、アクセントが区別される。また、「替える」と「植える」の非過去

形がその他の活用形と異なり短母音で現れているが、これらはピッチの下降が見られ、ア

クセントと（閉音節での）母音長が相関している可能性がある。

母

音
意味 語形

母

音
意味 語形

母

音
意味 語形

aː 
浜

pʰaː 

o 

腿  moː 

uː

爪  tsuː 
cf. pʰa「葉」 雲  kˀoː 詰めた  tsuːta 

山
jaː 肝  kˀjoː 

夢
jˀu: 

cf. ja「家」 島 ʃoː cf. jˀu「魚」

au 

雨  au 暇  pjoː 締めた ʃuːta 
豆  mau 

uï 
(/uː) 

米
ɸuï (/ɸuː) 

嫁
juː 

亀  hau cf. ɸuː「今日」 cf. ju「湯」

瓶  hau 読め juï (/juː）  褒めた ɸuːta 
やめた  jauta 飲め nuï (/nuː) 染めた  suːta 
覚めた  sauta 履け  kˀuï (/kˀuː) 褒めた ɸuːta 
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表  2 動詞活用調査結果

意味 否定 意志勧誘 命令 非過去 不定 過去 

b 
遊ぶ asïbaN asïbo asïbï asïbjuN asïbi asïda 
飛ぶ tubaN tubo tubï tubjuN tubi tuda 
頼む taNbaN taNbo taNbï taNbjuN taNbi taNda 

w1
洗う arawaN arao arau arajuN arai arata 
思う oːwaN ―  oːu oːjuN o:i oːta

w2
会う awaN ao au ajuN ai auta
編む awaN ao au ajuN ai auta
買う hawaN hao hau hajuN hai hauta 

w3
拝む ugawaN ugao ugau ugajuN ugai ugada 
歪む jugawaN ― ― jugajuN jugai jugada 

a 
食べる kaN kao kau kajuN kai kada 
痛む jaN ― ―  jajuN jai jada

uw1 
追う uwaN uo uï ujuN ui uta
閉める kˀuwaN kˀuo kˀuï kˀujuN kˀui kˀuta 

uw2 
飲む nuwaN nuo nuï nujuN nui nuda 
履く kˀuwaN kˀuo kˀuï kˀujuN kˀui kˀuda
喜ぶ jurukˀuwaN jurukˀuo jurukˀuï jurukˀujuN jurukˀui jurukˀuda

t 
持つ mutaN muto mutï mutʃuN mutʃi muttʃa 
待つ mataN mato matï matʃuN matʃi mattʃa 

s 
干す půsaN půso půsï půʃuN půʃi půʃa 
隠す hakůsaN hakůso hakůsï hakůʃuN hakůʃi hakůʃa 
回す maːsaN maːso maːsï maːʃuN maːʃi maːʃa 

k1

焼く jakaN jako jakï jakjuN jaki jaʃa 
置く ukaN uko ukï ukjuN uki uʃa 
掃く pokaN poko pokï pokjuN poki poʃa 
招く maNkaN maNko maNkï maNkjuN maNki maNʃa 

k2

拭く půkaN půko půkï půkjuN půki půtʃa 
突く s ̥̈kaN s ̥̈ko s ̥̈kï s ̥̈kjuN s ̥̈ki s ̥̈ tʃa 
歩く akkaN akko akkï akkjuN akki attʃa 
解く půkkaN půkko půkkï půkkjuN půkki půttʃa 

ik1 
聞く ki̥kjaN ki̥kjo ki̥ki ki̥kjuN ki̥ki ki̥tʃa 
弾く pi̥kjaN pi̥kjo pi̥ki pi̥kjuN pi̥ki pi̥tʃa 

ik2 行く ikjaN ikjo iki ikjuN iki idʒa 

g1
漕ぐ ɸugaN ɸugo ɸugï ɸugjuN ɸugi ɸudʒa 
泳ぐ oːgaN oːgo oːgï oːgjuN oːgi oːdʒa 

iNg 掴む miNgjaN miNgjo miNgi miNgjuN miNgi miNdʒa 
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表  2 動詞活用調査結果

意味 否定 意志勧誘 命令 非過去 不定 過去 

b 
遊ぶ asïbaN asïbo asïbï asïbjuN asïbi asïda 
飛ぶ tubaN tubo tubï tubjuN tubi tuda 
頼む taNbaN taNbo taNbï taNbjuN taNbi taNda 

w1 
洗う arawaN arao arau arajuN arai arata 
思う oːwaN ― oːu oːjuN o:i oːta

w2 
会う awaN ao au ajuN ai auta
編む awaN ao au ajuN ai auta
買う hawaN hao hau hajuN hai hauta 

w3 
拝む ugawaN ugao ugau ugajuN ugai ugada 
歪む jugawaN ― ―  jugajuN jugai jugada 

a 
食べる kaN kao kau kajuN kai kada 
痛む jaN ― ―  jajuN jai jada 

uw1 
追う uwaN uo uï ujuN ui uta
閉める kˀuwaN kˀuo kˀuï kˀujuN kˀui kˀuta 

uw2 
飲む nuwaN nuo nuï nujuN nui nuda 
履く kˀuwaN kˀuo kˀuï kˀujuN kˀui kˀuda 
喜ぶ jurukˀuwaN jurukˀuo jurukˀuï jurukˀujuN jurukˀui jurukˀuda 

t 
持つ mutaN muto mutï mutʃuN mutʃi muttʃa 
待つ mataN mato matï matʃuN matʃi mattʃa 

s 
干す půsaN půso půsï půʃuN půʃi půʃa 
隠す hakůsaN hakůso hakůsï hakůʃuN hakůʃi hakůʃa 
回す maːsaN maːso maːsï maːʃuN maːʃi maːʃa 

k1 

焼く jakaN jako jakï jakjuN jaki jaʃa 
置く ukaN uko ukï ukjuN uki uʃa 
掃く pokaN poko pokï pokjuN poki poʃa 
招く maNkaN maNko maNkï maNkjuN maNki maNʃa 

k2 

拭く půkaN půko půkï půkjuN půki půtʃa 
突く s ̥̈kaN s ̥̈ko s ̥̈kï s ̥̈kjuN s ̥̈ki s ̥̈ tʃa 
歩く akkaN akko akkï akkjuN akki attʃa 
解く půkkaN půkko půkkï půkkjuN půkki půttʃa 

ik1 
聞く ki̥kjaN ki̥kjo ki̥ki ki̥kjuN ki̥ki ki̥tʃa 
弾く pi̥kjaN pi̥kjo pi̥ki pi̥kjuN pi̥ki pi̥tʃa 

ik2 行く ikjaN ikjo iki ikjuN iki idʒa 

g1 
漕ぐ ɸugaN ɸugo ɸugï ɸugjuN ɸugi ɸudʒa 
泳ぐ oːgaN oːgo oːgï oːgjuN oːgi oːdʒa

iNg 掴む miNgjaN miNgjo miNgi miNgjuN miNgi miNdʒa 
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r 
売る uraN uro urï urjuN uri uta 
通る tuːraN tuːro tuːrï tuːrjuN tuːri tuːta 

ir1 もらう jiraN jiro jiri jirjuN jiri jita 

ir2 
座る jiraN jiro jiri jirjuN jiri jiʃa 
煮る ɲiraN ɲiro ɲiri ɲirjuN ɲiri ɲiʃa 

ir3 
着る kˀiraN kˀiro kˀiri kˀirjuN kˀiri ki̥tʃa 
走る pʰaʃiraN pʰaʃiro pʰaʃiri pʰaʃirjuN pʰaʃiri pʰaʃ i̥ tʃa 

ir4 入る iraN iro iri irjuN iri ittʃa 
bir 括る kˀubiraN kˀubiro kˀubiri kˀubirjuN kˀubiri kˀupi̥tʃa 

bur 
被る haburaN haburo haburï haburjuN haburi hapůta 
眠る nïburaN nïburo nïburï nïburjuN nïburi nïpůta 
吸う ʃiburaN ʃiburo ʃiburï ʃiburjuN ʃiburi ʃipůta 

gir 
握る ɲigiraN ɲigiro ɲigiri ɲigirjuN ɲigiri ɲiki̥ tʃa 
たぎる tagiraN ― ―  tagirjuN tagiri taki̥tʃa 

i 出る idʒiraN idʒiro idʒirï idʒiN idʒi idʒita 
ï 投げる nagïraN nagïro nagïrï nagïN nagi nagïta 
e 開ける jˀeːraN jˀeːro jˀeːrï jˀeːN jˀeː jˀeːta 
ë 替える hëːraN hëːro hëːrï hëN hëː hëːta 

u 

植える uːraN uːro uːrï uN uː uːta
起きる uːraN uːro uːrï uːN uː uːta
探す tuːraN tuːro tuːrï tuːN tuː tuːta 
溜める tauraN tauro taurï tauN tau tauta 

o 
召し上がる miʃoraN miʃoro miʃorï miʃoN miʃoi miʃoʃa 
いらっしゃる oːraN oːro oːrï oːN oːi oːʃa

特 

殊 

居る wuraN wuro wurï wuN wuri wuta 
ある／ない nëN ― ― aN ari ata 
する sïraN sïro sïrï ʃuN ʃiː ʃa 
言う jˀaN jˀo i jˀuN iː iʃa 
見る ɲaN ɲo(ː) ɲi(ː) ɲuN ɲiː ɲiʃa 
来る kuN kuː kuːjaː kjuN kiː ki̥ tʃa 

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）報告書 2017 年 3 月

沖縄県伊平屋方言の名詞の格体系

平良尚人（人文社会科学研究科院生）・備瀬百合音（琉球大学法文学部学生）

．伊平屋村の概要

伊平屋村は、沖縄島本部半島の北方海上約 40 ㎞に位置し、伊平屋島・野甫島の二島からなる。

南には無人島である具志川島をはさんで伊是名島がある。集落は東海岸に立地し、北から田名、

前泊、我喜屋、島尻、野甫の五字が分布する。人口は 1,405 人、世帯数 575 世帯（平成 21 年時）。

田名、前泊、我喜屋、島尻の 4 つの集落をもつ伊平屋島は、沖縄県の有人島のなかでは最北に

位置する。島は北東‐南西方向にのびる細長い形で、長さ約 14 ㎞、最大幅約 3 ㎞、面積 20.66 ㎢。

島の骨格をなす山地・丘陵地は島軸にそって北東‐南西方向に並び、5 つほどの山塊にわかれて

いる。このため、島を洋上から眺望すると、複数の島々が連なる列島のように見える。山塊を構

成する主要地質は琉球石灰岩ではなく、中生代・古生代のチャートと中生代の砂岩頁岩互層であ

る。山塊間には比較的広い沖積低地が分布し、稲作を支える地形的基盤をなしてきた。島の北部

東海岸には俗に天の岩戸とも呼ばれるくまや洞窟がある。また、田名の北北東 1.5 ㎞にある念頭

平松(推定樹齢 200〜250 年のリュウキュウマツ)は国の天然記念物に指定されている。

野甫集落をもつ野甫島は、伊平屋島の南端・米崎の西方約 500ｍに位置し、面積 1.06 ㎢である。

島の形は台形で、伊平屋島とは異なり、琉球石灰岩からなる低平な島である。1979 年(昭和 54 年)

には、両島間に全長 680ｍの野甫大橋が架橋された。

本報告では 2016 年 9 月 3～6 日にかけて行った伊平屋島でのフィールドワークで得た用例から、

伊平屋島我喜屋集落で話される我喜屋方言の名詞の格について報告をおこなう。

今回我喜屋方言について、

昭和 8 年生まれ A.H さん（85）［生 我喜屋→長期移住歴ナシ］

昭和 12 年生まれ Y.H さん（80）［生 南洋→7 歳 我喜屋→16 歳 本島（浦添）→20 歳 我喜屋］

昭和 28 年生まれ K.T さん（63）［生 我喜屋→16 歳 那覇→約 5 年 大阪→30 代 我喜屋］

昭和 29 年生まれ N.H さん（63）［生 我喜屋→16 歳 那覇→神奈川→30 代 我喜屋］

の四名の方に面接調査をおこない教えていただいた。

格の意味の分類は、鈴木重幸 1972『日本語文法・形態論』に従っておこない、現代日本語の格

の意味とは異なるものがある場合は、名護市史編さん委員会 2006『名護市史本編・10 言語』の

「第 5 節 山原方言の名詞のはたらき」を参考に分類している。

．我喜屋方言の格形式と意味

格について鈴木 1972 では、「名詞が文や連語のなかで他の単語に対してとる事柄上の関係（素

材＝関係的な意味）のちがいをあらわす文法的なカテゴリーを格という1」と述べている。

我喜屋方言の格形式には次のものが確認できた。ハダカ格、ɡa 格、nu 格、ke 格、ni 格、ne:格、

he:格、kara 格、madi 格、tu 格、jakane 格、について以下に個々の形式ごとに意味を述べていく。

1 鈴木重幸 1972:p.205
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